
遺伝子組換え生物等の譲渡等計画書（第二種使用）

遺伝子組換え生物等実験安全委員会　委員長　殿

実験責任者

氏名 職名

所属

住所

電話番号 E-mail

譲渡、譲受をする遺伝子組換え生物等の情報（法律第26条第1項、第33条の規定）

譲渡受

MTA

遺伝子組換え生物等実験計画書の承
認番号

遺伝子組換え生
物等の特性

遺伝子組換え生物等

の宿主又は親生物の

名称及び法第２条第２

項第１号に規定する技

術の利用により得られ

た核酸又はその複製

物の名称（名称がな

いとき又は不明である

ときは、その旨）

宿主名（実
験分類）

種類

生物名

遺伝子
改変生
物名

内容（複数選択可）

導入されている供与
核酸の由来と供与核

酸

ベクター等使用の有
無※

大臣確認手続き

譲渡等の目的

譲渡等の予定年月日

遺伝子組換え生物等の第二種使用をし
ている旨

MTA

情報を提供する方法（規則第34条）

譲渡、譲受の相手

機関

所属

職名

氏名

住所

電話番号

メール

［備考］
1 この様式において「法律」とは、遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律<（平成１５年６月１８日法律第９７号）をいう。
2 この様式において「規則」とは、遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律施行規則（平成１５年財務・文部科学・厚生労働・農林水産・経済
産業・環境省令第1号）をいう。
※ 大腸菌、酵母などにベクターDNAを入れて譲渡する場合に適用されます。ベクターDNAだけの譲渡には本書類は不要です。
※ 遺伝子組換えマウスの作製にもちいたベクターの断片のみが残る場合も該当しません。

システム管理者１  

 

 

 admin1@example.co.jp

 譲渡    譲受  

 譲渡MTAを求めない    譲渡MTAを求める  

 
 

 動物    細菌    ウイルス    その他(以下にその旨を記載)  
 

  拡散防止措置区分：  P1    P2    P3    P1A    P2A    P3A   
 

 

 遺伝子導入    遺伝子欠損    その他
 

核酸供与体 クラス分類
病原性の有無、あれば内

容記載
遺伝子名

    

    

 無    有  

 該当しない    該当する  

 研究    委託(検査、受託飼育を含む)    マウスキーバンク    その他(以下にその旨記載)   
 

 

 第二種使用をしている

 該当しない     該当する(以下にその旨を記載)  
理由： 

 電子メール    FAX    遺伝子組換え生物等の容器等への表示    文章の交付  
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